A case of papillary cystadenoma of epididymis with chief complaint of male infertility by 笹川, 五十次 et al.
Title不妊を主訴としたpapillary cystadenomaの1例
Author(s)笹川, 五十次; 寺田, 為義; 片山, 喬; 金田, 泰雄










不妊 を主訴 と したpapillarycystadenomaの1例
富山医科薬科大学医学部泌尿器科学教室(主任:片山 喬教授)
笹川五十次 ・寺 田 為義 ・片山 喬
市立敦賀病院泌尿器科(主任:金田泰雄博士)
金 田 泰 雄
A CASE OF PAPILLARY CYSTADENOMA OF EPIDIDYMIS 
  WITH CHIEF COMPLAINT OF MALE INFERTILITY
 
Isoji SASAGAWA, Tameyoshi TERADA and Takashi KATAYAMA 
          From the Department of Urology, Faculty of Medicine, 
            Toyama Medical and Pharmaceutical University 
                  (Director: Prof. T. Katayama)
                   Yasuo KANEDA
     From the Department of Urology, Municipal Tsuruga Hospital 
                    (Director: Dr. Y. Kaneda)
   A 24-year-old man whose chief complaint was male infertility for 3 years was referred to our clinic. 
Round noduli approximately 2 cm in diameter were observed both in the left epididymis-head 
and the right para-epididymal head. These tumors were removed and they were confirmed 
to be papillary cystadenoma histopathologically. 
   Only 6 cases of papillary cystadenoma including our case were collected in Japan. 
   Pathologic lesions of this disease associated with Lindau's disease were also discussed. 





























































mg/dl,BuN12mg/dl,クレア チ ニ ンo・9mg/dl,
尿 酸5.lmg!dl,アミラ ーゼ70SU,β 一リボ 蛋 白290
mg/dl,Acid-P3.9KAu,PsP=29・5%(15分),
89.5%(120分).
3)尿 検 査:蛋 白(一),糖(一),沈 湾 正 常
4)尿 一 般 細 菌 お よび結 核 菌 培 養:陰 性
5)内 分泌 学 的 検 査:FsHI6mlu/ml,1・HI7
mIu!ml,エス トラ ジ オ ール39P91ml,プ ロラ クチ
ン17ng/m1,テス トス テ ロ ン7.Ong/ml,LH-RH
負 荷 試験=LH,FSHと も過 大反 応 を示 した(Fig.
1、,A,B。)
6)精 液 検 査:精 液 量2.6mt,精 子 数0/mm3,粘
稠 度 は 水様
7)血 圧110/60mmHg
8)胸 部X線3薯 変 な し.心 電 図:正 常.排 泄性 腎
孟 造 影 右 腎 中 部 外 側 に 直 径 約2cmの 嚢 胞 を 認 め
た(Fig.2).眼底 所 見=正 常.腎 動 脈 造影;右 腎下
極 に血 管腫 を認 め た(Fig.3).腹部CT;多 発性 膵
嚢 胞,右 腎 の多 発 性 獲 胞,左 腎 の単 発 性 嚢 胞 を 認 め た
(Fig.4).
以 上 の所 見 よ り両 側 副 睾丸 腫 瘤 を疑 い,1982年4月
13日腰 椎 麻 酔 下 に 両 側 副 睾 丸腫 瘤 摘 出術,睾 丸 生 検 お

























































で,本 邦 で は薬 師 寺 ら1)が99例,廣野 ら2)が128例,
杉 本 ら3)が145例,坂 本 ら4)が166例,最 近 で は 布 施
ら5)が167例と集 計 し報 告 して い る.わ れ わ れ は,布
施 らの 報告 に未 集計 の報 告23例と 自験 例 を 加 え た191
例 を 集 計 した(Table1).
良性 腫瘍 は148例(77.5%),悪性 腫 瘍 は43例(22。5
%)で あ り,そ の比 は約3.5:1で あ った.な か で も
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N。.報告年度 報告者 年齢 部 位 主 訴 術前診断 術 式 大 き さ 備 考
11976津 田 ・ほか30両 側 副 睾 丸 陰嚢 内腫瘤
21976津 田 ・ほか44両 側 副 睾 丸 陰嚢内腫瘤
31976津 田 ・ほか39両 側 副 睾 丸 陰嚢内腫瘤
41978大 ・・ほか22薯 難 慧 騒 内腫瘤
51982中 野 ・ほか34左 副 睾 丸 嫡 子 希 望











副 睾丸 頭 部 右2×2×1.5
切 除 左2×2×1.O
腫 瘍 腫 瘤 摘 出
(良 性)
副睾丸結核 左 除 睾 術
の 疑 い

























多 く,つ い で平 滑 筋 腫 が44例(23.0%)と両者 で原 発
性 副 睾丸 腫 瘍 の3分 の2を 占 め て い る.
papillarycystadenomaはな か で も きわ め て まれ
で,1956年Sherrick6)が初 め て報 告 して 以来,欧 米
で は40数例7),本邦 では 津 田8)の3例,大 田9)の1例,
中野10)の1例を み る の み で 自験 例 は 第6例 目と思 わ れ
る(Table2).
2.発 生 病 理 発 生原 基 はMesonephrosあるい は
Mesonephricduct(Wolffianduct)から と考 え ら
れu・12),副睾丸 頭 部 のefferentductより 発 生 し,
それ が さ ま ざ まな 拡 張 を きた してcystを 形 成 す る と
され て い るtl).そして,副 睾 丸 腫 瘍 の なか で唯 一 の上
皮 の特 徴 を 保 って い る もの で もあ る7).
ま た,本 症 はLindau氏 病 を 合 併 す る こ とが 多
























































































荷試験でもLH,FSHと も過大反応を示 し,一 次性
性腺機能低下症の型であったため,単 なる閉塞性無精
子 症 とは 思 えず,一 次 性 性 腺 機 能低 下症 に 両 側 副 睾 丸
papillarycystadenomaが偶 然,合 併 した の で は な
いか と考 え た.
4)合 併 症1本 症 の 合 併 症 と して はcerebellar
hemangioma,Hippel-Lindau氏病 が,特 徴 的 であ
り18),欧米例 の約50%に 合 併 す る といわ れ15),また
Lindau氏病 の不 全 型 と も考 え られ て い る19).
本邦 で は 今 まで1例 にLindau氏 病 の 疑 いを もた
れ て い る が8),自験 例 で も,排 泄 性 腎 孟造 影,腎 動 脈
造 影,全 身CTス キ ャ ンな どを 施 行 した とこ ろ,
Lindau氏病 の 病 変(Table3)18)のうち,副 睾丸 の
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